
人工義和丸験（励簡の底いlてよろ牽勝義ク机てついてノ  

○駄卑 称，山岡 勝、′鞠常軌し丸森速喀刀・舶珂免舛）  

⊥」は耽々臥人工届氷乳酸最善伺いて・叔軋性り材壕を壕鹿泉旬に絶し  

たヤシプはで．電線為氷見駿を衛フた。粛食覇の速い1てきる薇後考うKり状∫見破紙を薇  

葛すろ。   
適ぅむよL＿凰組L配～Rj如nの像鍬二次の且7♭の加ユ基衡った。   
久．ケリつノ東商分子初旬喜造吸とした登新を逐年した。   
b．フッ丸吉雀もオLフィン鼻合飼周稲オらみ月テフロ／チーフ0芸風き／付けた。   

C．膚後に】茅場ら加工していをい乙の。   

と適▼′浮浪梗温餐東食和＝・風洞及置とサンプル牽麒声紋覆しモ■   

衆鰯汲覆り寸玖ヒ配置および外観を昏＝に斤、す．  
水師．超竜舶加絡と鍬埠猷ノズルき恥て 主  

従乳三色た。超普及穴郡及落」古・水相埼の7KIて扱勧チ  

／7M直の腰骨汲竃忍生させ数笹／い観の囁を  
ろ邑のて甥り・微増客気ノズ／レは・軟体と液体毒見  
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乳鉢鯛薇ノズルて兇佐は ダへj％〆で  こ
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丑  噴薇畳古超音波丸和産乳lて比べて争い  

ユーヲ 衆廠粂確濾水り炎飽を塵々変えろた考・泉刷が∴▼◎  
剛 史清貧媛置  ハて足す気象象牙下て・爽療養希った。  

エ腱届ノKの鹿簸は入きく2フに針7ら  

れ．一つ持、気泡が積れていて匂っぼレ＼都Kゑり届  
兼であり、（ケースん3）、♭うーつ序∴噂鯛り下  
卿こフららを伴フた半座明の雨氷ゑり届氷が展温し  

た（万一スゲ．〃）。水上の乳酸仲て－はぇ・～Cの  
いす・れの健線ヒさ透水那はな刀、った。   

過度により雀牌盈及がプラスに守ろと濾水ば含フ  

柔く発生し督甘フた。（〃一ス＝り   

4⊥盈」軋ユリコノ連覇お茶びテフロン一言碇ノK  

ノ性が優れていろたの・難易ブ材豊カヾ為ると弟えられて  

い方が本来験では象温づ～づ℃．風速∫勿り気象泉  

丁ノス  五最ゴ律   ・透色ぺ；た    祭髪誓稀巧   ■  ノ乱し竜   

■  一J－c  ∫磯  0    鰍乾加遥寄 義7卜   

Z  一－jOこ  ∫％  ′∫℃月  

j  ‾2℃  ∫－■4  ／武川  

くま  －2〃〔  ∫ノ塘  ○    成さ音義ノオル   

訪lく溺初   

、ゝ  ー？Oc  ∫ハ嬉  』JO月  

敵中昭和   
d  －2‘c  ∫′宛   占JO′4  

削〔脱落   

7  －2ロc  ∫ト姑  J／昏月    義 損  ∂  一／○し  ∫l％  J／Jバ      二・ヲ  二j℃  ∫丞  ∂∧    ■田   

件下で甘∴材垣外逢いlてよろ届氷の鼻叉l沌うれな刀、フた。その座頭として・届ク物  
イ魂か茅、教K3み親風ヒ知られており、一度慮クにが鷹宣す石ヒ包教務氷ほ庖ヱリヒ  
くいこと．慧セ．タ象の週痩絢k滴が膚腰東嶺に当局と・クK痛甘咤線泉砲を象ってし  
習い水滴司私の頗儲かが鳳く・夕嵐の名水lて塔乳していくと経えでそろヱと批、がエ  
げられ方。   ム」批 孝司り泉験ば剰豊即爽厳に宣腋を置いた■粛億り  

盈レ、lてよ召噂線名氷にほとんと遽い怜なく・償顔釦K朗止lて対してi茅・凝必他の都留  
老視すだけでは親和桝後に購う督いヱ．とを礪絶した一々衡妙払て対す∂新及府  
の石碑を進めていく子えで廃ろ。  
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